「学級経営」研修講座　演習の流れ
	Key Word
	支持的風土がある学級づくり


	研修名
	「学級経営」
自己存在感等を高める学級経営の在り方

	対象
	全教職員

	用途など
	・校内研修で実施する。　　

・年度の振り返りがねらいなので、３学期、年度末に実施する。
・小規模校では全体研修とする。
・中規模校以上では学年部長を対象とし、学年毎の班も可とする。

	備　考
	次年度の学級開き、学年・学級経営に活用できる内容とする。

	時　間
	内　　　容　・　留　意　点

	 15分
	自己存在感をもつ、そのために必要な支持的な風土がある学級づくりのために担任としてどのような手立てが必要か、具体策の交流を通して、学級・学年経営の見通しを確かにする。
〈マトリクス法〉
１　模造紙に下のような枠を作成し、具体策を付箋に書き貼付していく。（３分）※活用その他については口頭で行う。
２　貼り終わったら、具体策のねらいや活用について一人ずつ説明を加える。(６分)
３　全体で交流する。(３分)
４　次年度に取り入れたい内容について発表する。(３分)
〈自己存在感を高める工夫〉

期間

１日の中で
学期を通して
行事ごとに
１年を通して
具
体
策

・朝の会、帰りの会の活用

・１分間スピーチ
・本日のMVP

・班替えを利用して「同じ班になってわかった友達の良さ」を交流

・個人目標の相互理解と激励

・お互いのよさを伝え合う
・言葉づかいの指導

・多様な考え方とそれを認める心情の醸成
活
用
そ

の

他
・学級通信への反映

・受容的、支持的な学級風土づくり
・学級通信、参観日、学級懇談への反映

・学級指導、道徳への反映
・友達の成長を喜び合う

・学年のまとまりを確かめ合う
・１年経過した時に自分の成長が確かめられるように

※表記内容は一例
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